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日本産業構造ビジョン2010（経済産業省）
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GNSS MARKET PERPT
(GSA : The European GNSS Agency)
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電子工業生産実績（JEITA）
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プロダクト・ライフサイクル

カーナビは成熟期から衰退期に向かっているのか？
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交通事故の発生状況
（警察庁交通局「平成２２年中の交通事故の発生状況」）
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「安全・環境に資する走行支援サービス実現のための道
路情報整備と流通へ向けた提言」（平成20年4月）
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「安全・環境に資する走行支援サービス実現のための道
路情報整備と流通へ向けた提言」（平成20年4月）

走行する可能性のある道路の道路
情報が網羅されており、その情報
が正確であり、かつ、鮮度が確保さ
れていること

通常に走行する際の道
路情報の提供

→日常的利用

走行支援サービス

経路探索による走行経
路を走行する際の道路
情報の提供

→非日常的利用

利用シーン

走行経路の道路情報が正しいこと経路案内サービス

地図データへの要求性能

• 走行支援サービスの地図データへの新たな要件

新たな道路情報整備と流通の仕組みが必要
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ROSATTE（Road Safety ATTributes exchange 
infrastructure in Europe)

• 制限速度警告

Garmin nivi760

Mercedes-Benz Speed Limit Assist
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ROSATTE（Road Safety ATTributes exchange 
infrastructure in Europe)
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Cooperative Systems
LDM（Local Dynamic Map）
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アクションプランと活動スケジュール

災害情報

道路情報

共通基盤

ITS Japanの活動

サービスアク
ショ
ンプ
ラグ
ラム

想定する走行支援
サービス

長期中期短期～平成19年度

（2007年）

提言書

先行的な実験 道路情報を活用したサービス

高精度地図を活用したサービス

災害情報の共有、カーナビユーザの情報の共有

▼
報告書

▼
報告書

▼
報告書

道路情報を活用したサービス検討
道路情報を活用したサービス

高精度地図を活用したサービス検討 高精度地図を活用したサービス

道路の共通位置参照方式の
整備/運用の検討 テスト運用 実運用

高精度地図の要件検討
道路基盤地図情報の蓄積・利用検討

道路基盤地図情報の整備・提供

標識情報の提供検討

規制情報の提供検討

地方道情報の提供検討

テスト運用

テスト運用

テスト運用

標識情報提供

規制情報提供

全国展開

災害情報の提供検討 災害情報提供サービス
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アクションプログラム

• 道路情報を活用する走行支援サービス

路車協調システム

車車協調システム

交差点の高精度地図交差点等の交通が交差する
場所において、車と車、車と
道路が通信により情報交換
を行い、対向車、歩行者の存
在をドライバーに知らせ、交
差点通過時の安全性を確保

する

協調システム

衝突被害軽減ブレーキ

ACC
レーンキープアシスト

ふらつき警告

ESC

速度超過警告

一旦停止警告

サービス例

基本的には道路情報は活用し
ない

但し、車載センサが感知できな
いエリアを地図データで補う手
法（ADAS Horizon）も開発され
ている

車載センサ（カメラ、レー
ダー）を利用して走行安全性
を確保する

安全運転支援

ASV（Advanced 
safety Vehicle）

変化しない静的な情報と、時間
と共に変化する動的な情報が
ある

走行する上で注意すべき情
報をドライバーに提供し、注
意喚起を行う

注意喚起

活用する道路情報概要分類
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アクションプログラム

• 共通基盤
– 道路の共通位置参照方式
– 道路基盤地図情報

• 道路情報
– 道路更新情報
– 地方道の情報
– 交通規制情報

• 災害情報
• 移動支援サービス


